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便利に�

４話し終わったら、�
  　　 を押して�

  受話器を置く�

伝言メモを録音する�

１受話器を取る�

３受話器で伝言を話す�

２     を押す�

●録音が終わったら、日付／時刻／
件数が自動的に録音され留守ボタ
ンが点滅します。�

　（日時スタンプ機能）�

再生�

録音�

停止�

■録音内容を再生するときは
再生ボタンを押すと録音内容を再生
します。（90ページ）

親機では伝言を録音したり、通話中の
大切な用件をメモ代わりに録音するこ
とができます。すべての録音を合わせ
て、最大約12分間、30件まで録音で
きます。

通話内容や伝言メモを録音する

２録音をやめるときは�
 �
　    を押す�

通話を録音する�

１通話中に �
  �
　     を押す�
�

●録音が終わったら、日付／時刻／
件数が自動的に録音され留守ボタ
ンが点滅します。�
　（日時スタンプ機能）�

再生�

録音�

スピーカーホン通話中は受話器を取ってから録音をおこなってください。�

停止�

お知らせ�
●子機では通話や伝言メモを録音することはできません。
●ファクスのメモリー受信データがあると録音できる時間が少なくなります。
●スピーカーホンで通話録音や伝言メモ録音することはできません。
●内線通話中は、通話録音できません。

■録音内容を消去するときは
92ページを参照してください。
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便利に�

１ を押す�

７ を押す�

●すでに設定している時刻を変更

するときは、　　／　　 を押
して、変更する時刻にカーソル
を移動し、新しい時刻を入力し
ます。�

●通話ボタンが点滅します。�

モーニングコールを設定する�
通話ボタンを消灯させた状態で操作します。�

２ シャトルキーで�
 「アラームセッテイ」�
 を選ぶ�

ヨウケンサイセイ�

３ を押す�

５ を押す�

アラームセッテイ�

４ シャトルキーで�
   「ON」を選ぶ�
�

　ＯＮ　ＯＦＦ�

０７：００�

０７：００�

６アラーム時刻をダイヤルボ
タンで入力する�

  （24時間制で４ケタ�
  入力します。）�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

　ＯＮ　ＯＦＦ�

トーン�

お知らせ�
●親機の時刻が正しく合っていない
と、モーニングコール設定をおこ
なっても正しい時刻にアラーム音は
鳴りません。親機の時刻を合わせて
から、モーニングコールを設定して
ください。

●アラーム音は、子機で設定した呼び
出し音量と同じ大きさで鳴ります。

■モーニングコールの音を途中で止
めるときは
モーニングコールのアラーム音が鳴っ
ているときに子機のいずれかのボタン
を押すと、アラーム音はいったん止ま
ります。（充電器に戻したり、取り上げ
たりしても止まります。）このあと約
５分後には再びアラーム音が鳴り始
めます。

■モーニングコールを解除するときは
① 手順４で「ＯＦＦ」を選ぶ
② 機能ボタンを押す

子機で、モーニングコールを設定するこ
とができます。「ピッ・ピッ…」とア
ラーム音が鳴って、お知らせします。
（約５分間隔で７回くり返し）

設定した時刻になるとアラーム音が鳴り始めます。�

（例）午前7：00にモーニン
グコールを設定したと
き、右の図のようにな
ります。�

合計７回くり返します。�
（７回くり返すと、モー
ニングコールを自動的に
解除します。）�

ピッ・ピッ・�ピッ…�

（約１分間）�

ピッ・ピッ・�ピッ…�

（約１分間）�

５分後�充電中�

ＮＯ．　１�

１回目�

この間約１分間�
アラーム音が鳴ります。�

モーニング�
コール解除�

ＡＭ�7:00 7:05 7:10

２回目�３回目�

7:25 7:30

６回目�７回目�

液晶ディスプレ
イの　マークが
点滅します。�

モーニングコールを使う

■途中でやめるときは

 ボタンを押します。
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便利に�

自分で作ったメロディーを親機の呼出
音として使うことができます。
（着メロ作曲機能）

自分で呼出音を作る（オリジナルメロディー）

オリジナル（自作）メロディーを作る

６メロディーを作る

  　　 ～　　 で音符

  を入力する

  （休符を入れるとき

  は　　　を押す）

　　　　　　　 で音の
　　　　　　　 長さを選ぶ

２　　　　と押す

３　 を押す

１　　を押す

４ダイヤルボタンでテンポ
を入力する

  （40～190を入力）

５　   を押すスタート

く
り
返
す

７メロディーの入力が終わったら　

　　  を押す

８　　を押す

●はじめは120になっています。
（数値が大きい方がテンポが速
くなります。）
●ジョグダイヤルでテンポを選ぶ
こともできます。

●97ページのメロディー入力割
り当て表を参照して、メロディ
ーを入力してください。

●同じ音を続けて入力するときは
ジョグダイヤルでカーソルを移
動させてから次の音符を入力し
ます。
●付点や３連符を入力するときは

　　を押します。

●最大６０音まで入力できます。

（休符も１音と数えます。）

登録/取消

オリシ゛ナルメロテ゛ィー

テンホ゜：１２０

テンホ゜：１００

０１：

０１：Ｈト゛＃　４　　　　　　　

１：トウロク　２：クリア

スタート

停止

アタ

GHI

マ

PQRS

ワ

記号

ア

ア

ア

トーン ラ

WXYZ

■オリジナル（自作）メロディーを
消去するときは
①登録ボタンを押す

② タ

GHI

 ア  ア  と押す

③ カ

ABC

 を押す

④スタートボタンを押す

⑤停止ボタンを押す

■呼出音をオリジナル（自作）メロ
ディーに設定するときは
①登録ボタンを押す

② タ

GHI

 ア  ワ

記号

 と押す

③ マ

PQRS

 を押す

④停止ボタンを押す

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

お知らせ�
●オリジナル（自作）メロディーを呼出音に設定しているときにオリジナル
（自作）メロディーを消去すると呼出音は電話ベル音になります。

　（ただし、モデムダイヤルイン機能を利用している場合は、ファクス受信の
呼出音は「電子音」になります。）
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便利に�

自分で呼出音を作る（オリジナルメロディー）

Ｍド　→　Ｍド＃　→　Ｈド　→　Ｈド＃　→　Ｌド　→　Ｌド＃

Ｍレ　→　Ｍレ＃　→　Ｈレ　→　Ｈレ＃　→　Ｌレ　→　Ｌレ＃

Ｍミ　→　Ｈミ　→　Ｌミ

Ｍファ→Ｍファ＃→Ｈファ→Ｈファ＃→Ｌファ→Ｌファ＃

Ｍソ　→　Ｍソ＃　→　Ｈソ　→　Ｈソ＃　→　Ｌソ　→　Ｌソ＃

Ｍラ　→　Ｍラ＃　→　Ｈラ　→　Ｈラ＃　→　Ｌラ　→　Ｌラ＃

Ｍシ　→　Ｈシ　→　Ｌシ

休符

押すボタン
入力できる音符　（ボタンを押す回数）

（１回）　（２回）　（３回）　（４回）　（５回）　（６回）

押すボタン

押すボタン 入力できる音符・休符の長さ　（ボタンを押す回数）
（基準は４分音符・休符）

音長が４分音
符のファを表
します。

音長が２分音
符の半音上が
ったファを表
します。

音長が付点４
分音符のオク
ターブ上のフ
ァを表します。

音長が全音符
でオクターブ
下の半音上が
ったファを表
します。

音長が８分音符
の３連符のファ
を表します。

４分休符を表
します。

…

…

…

…

…

…

（１回）　（２回）　（３回）　（４回）

カーソルの表示している音符・
休符を消去します。

＜音符の入力＞
　L＝オクターブ下げた音、M＝基準音、H＝オクターブ上げた音

＜音符・休符の音長入力＞

＜音符・休符の削除＞

■メロディー入力割り当て表

＜音符の見方＞（例）

音符・休符の消去

付点　　　　　→　　　　３連符　→　なし

全音符

2分音符

4分音符

8分音符

16分音符

付点

全休符

2分休符

4分休符

8分休符

16分休符

3連符

＜音符について＞

〈音階の入力について〉
オクターブ下げた音（L）

ド ド＃ レ レ＃ ミ ファ ファ＃ ソ ソ＃ ラ ラ＃ シ

5 6 5 6 3 5 6 5 6 5 6 3

押すボタン

押す回数

オクターブ上げた音（H）

ド ド＃ レ レ＃ ミ ファ ファ＃ ソ ソ＃ ラ ラ＃ シ

3 4 3 4 2 3 4 3 4 3 4 2

押すボタン

押す回数

ド ド＃ レ レ＃ ミ ファ ファ＃ ソ ソ＃ ラ ラ＃ シ

1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 2 1

押すボタン

押す回数

基準音（M）

０１：Ｍファ　　４

０１：Ｍファ＃　２

０１：Ｈファ　　４．

０１：Ｌファ＃　１

０１：Ｍファ　　８＿３

０１：ーーーー　４

登録/取消

４分　　　　　→　　　　８分　→　１６分　→ １分（全）→ ２分

４分　　　　　→　　　　２分　→１分（全）→　１６分　→　８分

カ

ABC

ア タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

マ

PQRS

ア

ア ア

ア ア

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

サ

DEF

サ

DEF

サ

DEF

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

マ

PQRS

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

マ

PQRS

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

カ

ABC

ア

サ

DEF

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

マ

PQRS

ラ

WXYZ

ワ

記号

トーン
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便利に�

自分で呼出音を作る（オリジナルメロディー）

登　録　例

次の曲を登録する場合のボタン操作を示します。（例：春　ビバルディ作曲「四季」より）

＝100 テンポ 音番号

1 10 11

21 22 23 24 25 29 30 31 32 33

34 35 36

12 13 14

26 27 2818 19 20

37 4138 39 40 515049444342 48474645

15 16 172 3 4 5 6 7 8 9

オリジナル（自作）メロディーを作る（96ページ）の手順6の操作で下記
のようにダイヤルボタンを押すと上の曲が入力できます。
（×数字は、ボタンを押す回数です。　 は同じ音が続くのでジョグダイヤ
ルを右に回してから次の音符を入力することを表しています。）

1

  、

2

×2、  

3

×2、  

4

  ×2、

5

×2、  　×2

6

        、     ×2

7

  、      

8

        、     ×2

9

        、     ×2

10

×2、  

11

×2、  

12

  ×2、

14

        、     ×2

15

  、      

16

        、     ×2

17

        、     ×2

18

  ×2、

19

        、     ×2

20

        、     ×2

21

  、

22

  ×2、

23

　  ×2

24

　、

25

　、

26

　、

27

        、     ×2

28

×2、 　 ×2

29

　、

30

　、

31

  ×4、

32
　

33

　、

34

　、

35

        、     ×2

36

 ×2、  　×2

13

 ×2、  　×2

37

　、

38

　、

39

  ×4、

40
　

41

  、

42

  ×4、

43
　

44

　、

45

  ×2、

46

 ×2、  　×2

47

        、     ×2

48

　  ×2

50
　

51

　、

49
　

サ

DEF

ナ

JKL

ナ

JKL

マ

PQRS

ラ

WXYZ

トーン

サ

DEF
トーン

トーン

ナ

JKL

トーン

トーン

マ

PQRS

タ

GHI

タ

GHI

ナ

JKL

ナ

JKL

ナ

JKL

ハ

MNO

ハ

MNO

ハ

MNO

マ

PQRS

マ

PQRS

トーン

ア

サ

DEF

サ

DEF

タ

GHI

タ

GHI

ナ

JKL

ハ

MNO

ハ

MNO

ハ

MNO

ラ

WXYZ

ワ

記号

トーン

トーン

トーン

トーン

トーン

トーン

トーン

トーン

ナ

JKL

マ

PQRS

トーン

ワ

記号

ラ

WXYZ

サ

DEF

マ

PQRS

ハ

MNO

ア

ア

サ

DEF

サ

DEF

タ

GHI

ナ

JKL

トーン

ナ

JKL

トーン

トーン トーン

トーン トーン

トーン

トーン

トーン

トーン

トーン

トーン トーン

トーン

トーン

ナ

JKL

マ

PQRS

マ

PQRS

トーントーン

トーン

トーントーン

トーントーン

トーン

トーン

ワ

記号

サ

DEF

マ

PQRS

マ

PQRS

マ

PQRS

マ

PQRS

ハ

MNO

ハ

MNO

トーン

トーン

トーン

■オリジナル（自作）メロディーを
確認するときは
呼出音をオリジナル（自作）メロ
ディーに設定して確認します。
①登録ボタンを押す

② タ

GHI

 ア  ワ

記号

 と押す

③ マ

PQRS

 を押す

④停止ボタンを押す

⑤ （音量）ボタンを押す

■オリジナル（自作）メロディーを
修正するときは
テンポを修正するとき
①オリジナル（自作）メロディーを
作る（96ページ）の手順１～３を
操作する

②ダイヤルボタンでテンポを入力し直す
③スタートボタンを２回押す
④停止ボタンを押す

音符または休符を修正／追加するとき
①オリジナル（自作）メロディーを
作る（96ページ）の手順１～５を
操作する

②ジョグダイヤルで修正する音符ま
たは休符を選ぶ
（追加するときは追加したい場所
の１つ後を選ぶ）

③修正するときは取消ボタンを押す
（追加するときはこの操作はとばす）

④ ア ～ マ

PQRS

、 ワ

記号

 で音符または休符

を入れる
⑤スタートボタンを押す
⑥停止ボタンを押す

音の長さまたは付点や３連符を修正するとき
①オリジナル（自作）メロディーを
作る（96ページ）の手順１～５を
操作する

②ジョグダイヤルで修正する音符ま
たは休符を選ぶ

③
トーン

  で音の長さ、 ラ

WXYZ

 で付

点や３連符を修正する
④スタートを押す
⑤停止を押す



フ
ァ
ク
ス
を
送
っ
た
あ
と
お
話
し
す
る
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

電
話
リ
レ
ー
ト
ー
ク
）

便
利
な

使
い
か
た

シ
ス
テ
ム

ア
ッ
プ

応
　
　
用
　
　
編

99

便利に�

ファクスを送ったあとお話しする（FAX 電話リレートーク）

受話器

原稿ガイド 原稿ガイド

ダイヤルボタン

画質

機能選択

１通話中に
原稿ガイドを合わせて

  原稿を表向きにセットする

２ 　を押して画質を選ぶ

ファクスを送ったあとお話しする

４　　　を押す

●相手の方が UX-F2MRなどのリ
レートーク機能を持ったファク
シミリをお使いのときは、メッ
セージが流れたあと、スタート
ボタンのかわりにリレートーク
ボタンを押してもらうか、リレ
ートークモードに切り替えても
らいます。
●相手の方が先にスタートボタン
を押したときでも、通話中にリ
レートークモードに切り替えて
おきます。

●相手の方には「ファクスが終わ
ったあと、電話に切り替わり、
お話しができます。スタートボ
タンを押してください。」と聞
こえます。

●送信する面を上にしてセットし
ます。（一度に５枚まで）

次ページへ→

５受話器から「ファクスが終わった

あと、電話に切り替わり、お話し

ができます。受話器を戻してくだ

さい。」と聞こえたら

受話器を戻す

３相手の方にスタートボタンを押し

たあと受話器を戻さないように伝

えて

 　　　　を押す

●リレートークモードに切り替わ
ります。

画質

機能選択

サ

DEF

ファクスを送り終わったあと、自動的に
電話に切り替わりますので、送ったファ
クスを見ながらお話しができます。

お知らせ�
●相手の方のファクシミリによっては、受話器を上げていると通信が終わった
あと通話に戻れないことがあります。この場合は、受話器を戻してもらって
ください。自動的に再ダイヤルします。（ただし、こちらから電話をかけた
場合に限ります。）

待ち合わせ場所の地図を�
ファクスで送るね。�

そのお店で6時に�
待ち合わせよ�

OK！�

■リレートークモードを解除するときは
通信中にコピーボタンを押します。
（送信はできますが、送信後相手の
方とお話しできなくなったり、自動
的に再ダイヤルしなくなります。）
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便利に�

ファクスを送ったあとお話しする（FAX 　電話リレートーク）

相手の方が受話器を上げたままのときは� 相手の方が受話器を戻しているときは�

６相手の方がスタートボタンを

押すと�

  ファクスを送り始める�

ファクス受信が終わったら�

→つづき�

７終了音のあと�

  スピーカーから「相手の
方が出られましたら受話
器を上げてお話しくださ
い」と聞こえる�
（かかってきた電話のときはメッセー

ジが流れずに呼出音が鳴ります。）�

８相手の方の声がスピーカーか
ら聞こえてきたら�

  受話器を取ってお話する�

● 　　　　を押す�

受話器を置いたままお話するときは�

●ファクシミリによっては相手側で「ピーピー」音

（約35秒）が聞こえる場合があります。そのとき

は停止ボタンを押してもらってください。�

●相手の方には「電話に切り替えます。」と聞こえ

ます。�

　（かかってきた電話のときはメッセージが流れず

に呼出音が鳴ります。）�

８自動的に再ダイヤルする�
 �

９相手の方の声がスピーカーから聞

こえてきたら�

  受話器を取ってお話する�

● 　　　　を押す�

受話器を置いたままお話するときは�

●スピーカーから「相手の方に再ダイヤルします。」
と聞こえます。�
●相手の方からかかってきた電話のときは、再ダイヤ
ルしません。�

スピーカーホン�

スピーカーホン�

７終了音のあと�

  スピーカーから「相手の
方が出られましたら受話
器を上げてお話しくださ
い」と聞こえる�

お知らせ�
●自動的に再ダイヤルするのは、こちらから電話をかけ
たときだけです。

●子機から電話をかけたときも再ダイヤルしません。
●通話中にキャッチボタンを押したときも、自動的に再
ダイヤルしません。
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便利に�

１通話中に
相手の方にスタートボタンを押し
たあと受話器を戻さないように伝
えて

           を押す

２　　を押す

ファクスを受けたあとお話しする

３受話器から「ファクスが終わっ
たあと、電話に切り替わり、お
話しができます。受話器を戻し
てください。」と聞こえたら

受話器を戻す

４相手の方がスタートボタンを押すと

ファクスを受け始める

●相手の方には「ファクスが終わっ
たあと、電話に切り替わり、お話
しができます。スタートボタンを
押してください。」と聞こえます。

●相手の方が UX-F2MRなどのリ
レートーク機能を持ったファク
シミリをお使いのときは、メッ
セージが流れたあと、スタート
ボタンのかわりにリレートーク
ボタンを押してもらうか、リレ
ートークモードに切り替えても
らいます。

●リレートークモードに切り替わ
ります。

機能選択

５呼出音が鳴ります
（こちらからかけた電話のとき
は、終了音が鳴ったあとスピー
カーから「相手の方が出られま
したら受話器を上げてお話しく
ださい」と聞こえます。）

●相手の方にも呼出音が聞こえます。
　（こちらからかけた電話のとき
は、相手の方には「電話に切り
替えます。」と聞こえます。）

●ファクシミリによっては相手側
で「ピーピー」音（約35秒）
が聞こえる場合があります。そ
のときは相手の方に停止ボタン
を押してもらってください。

ファクス受信が終わったら

６呼出音が鳴ったら

受話器を上げて話す

機能選択

受話器 ダイヤルボタン

サ

DEF

ファクスを受けたあと、自動的に電話
に切り替わりますので、受け取った
ファクスの内容を見ながら相手の方と
お話しができます。

ファクスを受けたあとお話しする（FAX　電話リレートーク）

お知らせ�
●相手の方のファクシミリによっては、受話器を上げていると通信が終わった
あと通話に戻れないことがあります。この場合は、受話器を戻してもらって
ください。自動的に再ダイヤルします。（ただし、こちらから電話をかけた
場合に限ります。）

●通話中にキャッチボタンを押したときも、自動的に再ダイヤルしません。
●こちらからかけた電話のときで、相手の方がスタートボタンを押したあと、
受話器を戻したときは、ファクスを受けたあと自動的に再ダイヤルします。

あとで�
確かめたいことが�
あるから、受話器を�
戻さないでね�

機能選択�

■リレートークモードを解除するときは
通信中にコピーボタンを押します。
（受信はできますが受信後相手の方
とお話しできません。）
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便利に�

ハンドコピーで読み取ったデータを
ファクス送信するときの操作です。相
手の方とお話中のときでもハンドコ
ピーで読み取ったあと、そのままファ
クスで送ることができます。

コードレスハンドコピーを使ってファクスを送る

ハンドコピーでファクスを送る�

１ハンドコピーを本体から取りはずす
　　　　　　　（67ページ）�

２読み取る前の設定をする
　　　　　（68ページ）�

ハンドコピーの取りはずしかた
や、設定のしかたなど、くわし
くは「コードレスハンドコピー
をお使いになる前に」をご覧く
ださい。　（67～72ページ）�

受話器�

ハンドコピー�

３ハンドコピーで読み取る　
　　　　　（69ページ）�

４ハンドコピーを本体に取り
付ける　　（67ページ）�

５新しく読み取ったデータを
自動的にプリントする　　

●通話中は自動的にプリントしま
せん。�

●記録紙がセットされていなけれ
ばプリントできません。�

●新しく読み取った枚数を表示し
ます。�

この表示のあとすぐに停止ボタ
ンを押すと新しく読み取ったデ
ータのプリントはしません。�

次ページへ→�

アタラシイ　テ゛ータ　　　１マイ�

６ハンドコピーを本体に取

り付けた状態で　　　 を

押す� 印刷/送信�

読み取り/停止�

↓�
１：アタラシイ　テ゛ータ�

↓�

↓�

↓�

２：スヘ゛テノ　テ゛ータ�

３：ヘ゜ーシ゛　シテイ�

４：シロクロ　ハンテン�

１-４ヲ　センタクシテクタ゛サイ�

スタート�

スピーカーホン�

ダイヤルボタン�

印刷/送信�

読み取り/停止�

① 読取画質�
② 読取倍率�

③ 読取幅�

△△君今日学校休んで�
たから、ノートを�
コピーして�
送ってあげ�
るんだ！�

■途中でやめるときは
受話器を戻します。
スピーカーホンでダイヤル中のときは
スピーカーホンボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

■すでにハンドコピーに記録されて
いるデータを送るときは
手順６から操作します。
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便利に�

コードレスハンドコピーを使ってファクスを送る

７ファクスを送るデータを
選ぶ

８受話器を取るか、　　を押
して
「ツー」という音が聞こえたら

ダイヤルする

９相手の方にファクスを送ることを伝えて

　　　　　　　　　を押す

10 受話器を戻す

●電話帳を使ってダイヤルするこ
ともできます。（44ページ）    

●通話中のときはこの手順をと
ばします。
 

●スピーカーホンボタンを押し
てダイヤルしたときは自動的
に電話が切れます。

●相手の方とお話ししないでファ
クスを送りたいときは、電話が
つながったらスタートボタンを
押します。

●「ピー」音が聞こえると自動的
にファクス送信に切り替わって
「ファクスを送信します。」と
聞こえます。スタートボタンを
押さなくても自動的に送信でき
ます。（おまかせ送信）

→つづき

最後にもう一度

最後にもう一度

スタート

スピーカーホン

番号を入力して を押すを押す→ スタート スタート

→

  ●最後にハンドコピーを取りはずして、読み取ったデータ
（新しいデータ）を送るときに選びます。

  新しく読み取ったデータを送るとき

  メモリーに残っているすべてのデータを送るとき

  ページ番号を指定して送るとき

番号を入力して を押すを押す→ →スタート スタート

  白黒反転で送るとき

最後にもう一度
を押す

（例）1ページ目と2ページ目をファクス送信するとき

スタート スタート スタート

→
最後にもう一度

を押す

（例）1ページを白黒反転でファクス送信するとき

スタート スタート

（この操作をくり返すと複数のデー
タをファクス送信できます。）

カ

ABC

ア

サ

DEF

タ

GHI

カ

ABC

ア

ア

サ

DEF

タ

GHI
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便利に�

原稿に記入しなくても、イラストや
メッセージを付けてファクスを送るこ
とができます。
オリジナルスタンプには、自分でメッ
セージやイラストなどを自由に登録で
きます。（１種類）

スタンプを押してファクスを送る

オリジナル�
スタンプ�

約82mm
約25mm原稿を読みとれる範囲�

■原稿の画像がプリントされない範囲
原稿を読みとれる範囲（62ページ）
の中で の部分はスタンプがプ
リントされますので、原稿の画像は
プリントされません。

オリジナルスタンプ�
自分でイラストやメッセージなどを登録して、自由にスタンプを作ること
ができます。�
また、プリントする位置を変えることもできます。�

＜プリント例＞
オリジナルスタンプ�

テニス合宿のお知らせ�
高原に降り注ぐ太陽と、さわやかな風を全身に浴びながら�

心地よい汗をかく季節がやってまいりました。�
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便利に�

１取扱説明書巻末のオリジ
ナルスタンプ登録用紙を
切り取り線にそって、ま
っすぐに切り取る

２オリジナルスタンプ登録
用紙に記入する

３原稿ガイドを合わせて

記入した面を表向きにし
てオリジナルスタンプ登
録用紙をセットする

オリジナルスタンプを作る

記入し
た面を

表向き
にして

、矢印
の向き

にセッ
トして

くださ
い

オリジ
ナルス

タンプ
登録用

紙

下のワ
クの中

に記入
してく

ださい

記入の
しかた

点線の
ワクよ

り2mm
内側が

書き込
みでき

る範囲
です。

この中
に記入

してく
ださい

。
書き込

みでき
る範囲

周囲より
各

2mm内
側

お願い
・ワクよ

り2mm
内側に記

入してく
ださい。

はみ出し
た部分は

読み取れ
ませんの

でご注意
ください

。

・記入
は黒色

のペン
、また

は鉛筆
で濃く

記入し
てくだ

さい。

・ワー
プロ・

パソコ
ンで作

成した
原稿を

貼り付
けした

登録用
紙は、

キャリ
アシー

トには
さ

んで読
み込ま

せるよ
うにし

てくだ
さい。

４ を押して画質を選ぶ

●「小さな字」または「写真」を
選びます。これ以外を選んだと
きは、すべて「小さな字」で登
録されます。

●オリジナルスタンプが登録され
ます。

５ を押す

８　   を押す

６  　　　と押す

７　  を押す

スタート

画質

登録/取消

オリシ゛ナル　スタンフ゜

トウロク

スタート

画質

登録/取消

ダイヤルボタン

原稿ガイド

原稿ガイド

ア

アタ

GHI

マ

PQRS

名前や住所、電話番号などを手書きや
ワープロなどで記入したり、イラスト
や写真などを入れて自由にスタンプを
作ることができます。
オリジナルスタンプは１種類登録でき
ます。

スタンプを押してファクスを送る

■オリジナルスタンプを変えるときは
一度消してから、あらためて登録し
直します。

■登録したオリジナルスタンプを消
すときは
①登録ボタンを押す

② タ

GHI

 ア  マ

PQRS

 と押す

③ カ

ABC

 を押す

④スタートボタンを押す

⑤停止ボタンを押す

お知らせ�
●登録用紙に写真やイラストを貼り付けて読み込ませるときは、市販のキャリ
アシート（62ページ）をご使用ください。このときは、登録用紙をキャリ
アシートの中央にセットしてください。

●オリジナルスタンプを登録すると、録音できる時間が短くなり、また、メモ
リーできる受信枚数も少なくなります。録音時間が残り少ないときや、メモ
リー受信した内容が残っていて、メモリーが残り少なくなっているときは、
オリジナルスタンプを登録することはできません。
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便利に�

お知らせ�
●オリジナルスタンプを右下に付けて送信する場合、相手の方が普通紙FAXなど
カット紙で受信すると２枚の紙に分かれてプリントすることがあります。
コピーする場合も２枚の紙に分かれてプリントすることがあります。

スタンプを押してファクスを送る

■ファクスを送ったときは
オリジナルスタンプが、次のような
位置にプリントされます。

オリジナルスタンプのプリント位置を
選びます。

右上のとき�

スタンププリント位置�

送った原稿�

スタンププリント位置�送った原稿�

右下のとき�

登録した電話番号や�
名前をプリントします。�

相手の方で受けた記録紙は、実際に
送った原稿よりもスタンプがプリン
トされる分だけ長くなります。�

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

１ を押す

３  を押す

オリジナルスタンプのプリント位置を選ぶ

２  　　　と押す

５　 を押す
停止

４右上にするときは

　　　　を押す

右下にするときは

　　　　を押す

登録/取消

オリシ゛ナル　スタンフ゜

オリシ゛ナル　イチ

停止

登録/取消

ダイヤルボタン

カ

ABC

ア

ア

サ

DEF

タ

GHI

マ

PQRS
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便利に�

スタンプを押してファクスを送る

２ を押して画質を選ぶ

１原稿ガイドを合わせて

原稿を表向きにセットする

３　　を押す

●送信する面を上にしてセットし
ます。（一度に５枚まで）

８受話器を戻す

●受話器を置いたままダイヤルす
るときは、スピーカーホンボタ
ンを押します。

●ファクス送信が終わると鳥の声
が聞こえます。（終了音）

５受話器を取る

●相手の方とお話ししないで、フ
ァクスを送りたいときは電話が
つながったらスタートボタンを
押します。

●「ピー」音が聞こえると自動的
にファクス送信に切り替わって
「ファクスを送信します。受話
器を戻してください。」と聞こ
えます。スタートボタンを押さ
なくても送信できます。（おま
かせ送信）

７相手の方が出たらファクスを送る

ことを伝えて

　　　を押す

６「ツー」という音が聞こえたら

　　ダイヤルする

スタート

機能選択

画質

４　　を押す

スタート

画質

機能選択

原稿ガイド

ダイヤルボタン

原稿ガイド

スタンフ゜　アリ　セットシマシタ

受話器

タ

GHI

スタンプを押してファクスを送る

相手の方にファクスを送ったときに、
１枚目にスタンプをプリントします。
オリジナルスタンプを送るときは「オ
リジナルスタンプを作る」（105ペー
ジ）と「オリジナルスタンプのプリン
ト位置を選ぶ」（106ページ）の登録
操作をおこなってからファクスを送っ
てください。

ひろみからの�
ファクスだな�

お知らせ�
●オリジナルスタンプの画像を「写真」で登録しているときは、ファクスを送
るときに「普通字」を選んでも、はじめの１ページ目は自動的に「小さな
字」になります。

●原稿を上下逆にセットしたときや、横向きにセットしたときは、スタンプが
原稿に対して逆にプリントされたり、横にプリントされたりします。

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

こんなことができます
手順４のあとにコピーボタンを押
すと、スタンプを押してコピーで
きます。
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便利に�

相手の方がファクスを送ってきたとき、自動的にいったん着信したあと、相手の方が自動送信でファクスを送ってい
る（「ポーポー」音が鳴っている）かを確かめて、自動送信のときは呼出音を鳴らさずにファクス受信に切り替わり
ます。
また、相手の方が電話（または、手動送信のとき）をかけているときは、自動的にいったん着信したあと、呼出音を
鳴らしてお知らせします。
ノンコール着信はユーザーセレクトで設定します。（120～121ページ）
ノンコール着信設定にするとディスプレイには「ノンコール　セッテイ」と表示され、日付／時刻の表示はしません。

ノンコール　セッテイ�

※ノンコール着信はファクスを受信することが多い方にお勧めな機能です。
※ノンコール着信機能では、いったんすべて着信したあと、電話かファクスかを機械が自動的に判
断します。そのため、他の着信方法と異なって、電話がかかるたびに、不在のときでも相
手の方に２回呼出音が鳴ったあとから通話料金がかかり始めます。

※電話を受けることが多い方にはお勧めできません。

呼出音を鳴らさずにファクスを受ける（ノンコール着信）

自動で送られてきたファクスをノンコールモードで受ける�

相手側� こちら側�

ファクスを自動送信し
ている�
（ダイヤルしたあとすぐに
スタートボタンを押して送
ろうとしている）�

呼出音は鳴らさず
にファクス受信が
始まる�

お知らせ�
●増設電話機をお使いのときは、増設電話の呼出音は鳴りません。また、ファ
クスの親機・子機の呼出音が鳴っている間に増設電話の受話器を上げても、
通話できません。

●回線の状態や相手機種によっては、相手の方が自動送信のファクスでも呼出
音が鳴る場合があります。

●留守に設定されているときは、ノンコール着信は働きません。
●ノンコール着信が設定されているときは、ファクス受信の終了音も鳴りません。
●ノンコール着信を設定しているときは子機の優先呼出は働きません。

自動送信とは
ファクスを送るときに、ダイヤルしたあとすぐにス
タートボタンを押してファクス送信します。このと
き、相手の方と話すことはできません。

手動送信とは
ファクスを送るときに、電話をかけてお話しなど
をしてからスタートボタンを押してファクス送信
します。

ノンコール着信の設定が完了しましたら、一度、他の電話機（携帯電話など）から、ご自宅に電話をか
けて、実際にノンコール着信動作を確認しておきましょう。（電話または手動送信の動き）

ここで、確認した動作が相手側の動きとなります。

【実際にノンコール着信機能をお使いになる前に】
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●電話がかかってきたときの呼出音の回
数（ノンコールモード時のコール回
数）を４～25回に変更できます。
（120～121ページ）
コール回数を多くすると応答メッセー
ジが流れるまでの呼出回数が多くなり
ます。例えば、10回に設定すると、
こちら側で7回目の呼出音が鳴り始め
たときには、相手の方には固定応答
メッセージが流れ始めています。

●在宅モード時の留守録設定で、相
手の方のメッセージの録音もでき
ます。 （126～127ページ）

こんなことができます

呼出音を鳴らさずにファクスを受ける（ノンコール着信）

固定応答メッセージの内容
「ただ今近くにおりません。ピーと鳴りましたら、お
名前とご用件をお話しください。ファクスを送られる
方は、スタートボタンを押してください。」

ファクス受信も、録音
もできるとき
（在宅モード時の留守録
「あり」のとき）

ファクス受信も、録音
もできないとき

ファクス受信はできない
が、録音はできるとき
（在宅モード時の留守録
「あり」のとき）

呼出音が鳴り（25回）、「ただ今近くにおりません。恐
れ入りますが後程おかけ直しください。」（３回流れます。）
※ただし、リモート操作（112～113ページ）のため
の暗証番号が登録されていないと応答しません。

呼出音が鳴り（10回）、「ただ今近くにおりません。
ピーと鳴りましたらお名前とご用件をお話しください。」

固定応答メッセージの内容は変わります。

ファクス受信が始まる�

電話または手動で送られてきたファクスをノンコールモードで受ける�

相手側� こちら側�
※ノンコールモード時のコール回数を７回（工場出荷時）のとき�

ファクス受信が始まる�

呼出音が鳴る�

呼出音が鳴っている間に受話器を
取ると通話できます。�

呼出音は鳴らない�

数回の呼出音が鳴ったあと固定応答メッセージが
聞こえます。�

相手側で固定応答メッセージが
流れている間、こちら側では呼
出音が鳴ります。�

プルプル（3回目）�

　　・�

　　・�

プルプル（6回目）�

プルル（1回目）�

プルル（2回目）�

プルル（3回目）�

�

プルル（4回目）�

　　・�

　　・�

プルル（7回目）�

応答メッセージの内容は変わります。�
（下表参照）�

「ただ今近くにおりません。電
話の方は、恐れ入りますが後程
おかけ直しください。ファクス
を送られる方はスタートボタン
を押してください。」�

このあとファクスを受けるときはFAX
スタートボタンを押します。�

スタートボタンを押す� ファクス受信が始まる�

ファクス受信が始まる�録音するメッセージを話す� 録音が始まる�

在宅モード時の留守録がありのとき�

呼出音が2回聞こえます。�

電話をかけている�
（電話をかけたあとファク
スを送ろうとしている）�

この呼出音が流れ始める約２
秒前から、相手の方に電話料
金がかかります。�

このあともう一度通常よりやや高い音で
「プルプル…」と呼出音が鳴る�
プルプル（1回目）�

プルプル（2回目）�
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受話器を置いたまま、原稿をセットせずに操作します。

ポーリング受信する

３　 を押す

４ダイヤルする

５「ピー」という音が聞こえたら

自動的に受信が始まる

２　 を押して、ポーリン
グモードを設定する

１　 を押す

ホ゜ーリンク゛　モート゛

●自動的に受信が始まらないとき
は、スタートボタンを押します。

機能選択

スピーカーホン

スピーカーホン

機能選択

ダイヤルボタン

ナ

JKL

相手の方のファクシミリにセットされ
ている原稿を、こちら側の操作で取り
出したり、FAX情報を取り出したりす
ることができます。

■途中でやめるときは
ダイヤル中は、スピーカーホンボタ
ンを押します。
受信中は、停止ボタンを押します。

こちら側の操作でファクスを受ける（ポーリング受信）

お知らせ�
●相手の方のファクシミリによってはご利用になれないことがあります。ま
た、このファクシミリは相手の方の操作では、こちらの原稿を自動的に送る
こと（ポーリング送信）はできません。

●情報サービスの提供先や種類によっては、季節や時刻によりサービスを行っ
ていないことがあります。取り出せないときは、各サービス提供先にお問い
合わせください。

ねえお父さん、�
どこかドライ�
ブに行こうよ�

よし、渋滞していない�
ところを�
選んで�
出発だ！�

■ FAX情報を取り出すときは
サービスによって操作の異なる場合
がありますので、各種サービスの音
声ガイダンスや説明書にしたがって
操作してください。
ダイヤル回線ご利用のときは、プッ
シュホン回線（トーン）に切り替えて
操作してください。（111ページ）
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ダイヤル回線をお使いの場合でもトー
ンボタンを押すと、プッシュ回線と同
じトーン信号（ピッ、ポッ、パッ）を
出すことができますので、交通機関の
予約や銀行の残高照合などのプッシュ
ホンサービスを利用できます。

プッシュホンのサービスを利用する

お知らせ�
●サービスの種類によっては、トーンボタンを使っても受けられないものがあ
りますので、詳しくは各サービスの提供先に確かめてください。

●子機でトーンボタンを使ってサービスを受ける場合、トーン信号をうまく受
け付けないサービスもあります。このときは、親機を利用してください。

プッシュホンサービスを使う（ダイヤル回線ご利用時）

３       を押す ３ を押す

１受話器を取る（または  

 を押す）

１       を押す

２各種サービスにダイヤルする ２各種サービスにダイヤルする

子 機
親 機

●このあとアナウンスにしたがって操作します。
●これ以降は、ダイヤルボタンを押すとトーン信号が送られます。
●電話を切ると、自動的にもとのダイヤル回線の信号（パルス信号）
に戻ります。

スピーカーホン
通話

● 通話ボタンが赤色に点灯します。

トーン トーン

プッシュホン回線（トーン）で電
話をかけるときの「ピッ、ポッ、
パッ」という音のことです。
ダイヤル回線でご契約されている
方でも、トーンボタンを押すと、
このトーン信号を出すことができ
ます。

トーン信号とは
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外出先から録音されたメッセージを聞
いたり、その他のリモート操作をした
りできます。
リモート操作をするには、あらかじめ
暗証番号の登録が必要です。　　　　
　　　　　　　　　　（114ページ）

１自宅に電話をかける�

６リモート操作が終わったら�

　電話を切る�

ダイヤル回線の電話機からリモート
操作するときは、ダイヤルしたあと
にトーン信号に切り替えます。　　
（トーン信号の切り替えかたは、電
話機の取扱説明書をご覧ください。）�

　　を押すと流れている応答メッ
セージが止まります。このあと
「暗証番号とシャープを押してく
ださい。」と聞こえます。聞こえ
ないときは、もう一度　　を押し
てください。�

（例）録音内容を聞くときは、�

　　　　　　　　と押します。�

外出先から一般録音をリモート操作する�
プッシュホンまたはトーン信号の出せる電話機を使います。�

２応答メッセージが聞こえている間に�

　       を押す�

３暗証番号（４桁）を押す�
１�２�３�

４�５�６�

７�８�９�

０�

１�

４       を押す�

５音声メッセージを聞いたあと�

　リモート操作番号を押す�
１�２�３�

４�５�６�

７�８�９�

０�

外出先から用件や伝言を聞く（リモート操作）

１件目�
再生スミ�未再生�未再生� 未再生�未再生�

留守設定�

未再生�未再生� 未再生�未再生�

留守設定しているとき�

留守設定していないとき�

再生スミ�

再生スミ� 再生スミ�

２件目� ３件目� ４件目� ５件目� ６件目�

１件目� ２件目� ３件目� ４件目� ５件目� ６件目�

留守設定以後の録音を再生する�
（留守設定以後の録音がない場�
合は１件目から再生）�

未再生の録音以後を再生する�
（未再生の録音がない場合は１件目から再生）�

■暗証番号を押すときは
●10秒以上あいだをあけると「ピピ
ピピ」音が聞こえます。手順３か
らやり直してください。

●番号をまちがえると、「暗証番号が
まちがっています。」と聞こえま
す。正しく入れ直します。（２回ま
ちがえると電話は切れます。）

■一般録音の内容を聞くときは
留守に設定されているときに再生する
と、留守設定以降に入った録音を一番
古いものから順番に再生します。
留守に設定されていないときは、未
再生の一番古い録音から、それ以降
の録音を順番に再生します。
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録音内容を聞くには

早聞きや遅聞きをするには

今聞いている録音内容を聞き直すには

今聞いている録音内容の１件前を聞くには

次の録音内容を聞くには

止めるには

再生済みの録音内容を消すには

録音内容をすべて消すには
（未再生の録音も消えます）（応答メッセージは消えません）

留守を設定／解除するには

転送を設定／解除するには

０

１

２

２

３

４

５

６

＃

１ ＃

＃

３

＃

＃

１ ＃

＃

０ ＃

＃

＃

操作内容 リモート操作番号

停止中に

停止中に

停止中に

再生中に

再生中に

再生中に

停止中に

再生中に

＃ ３ ＃

1

1

＃

＃（遅聞き）

（元に戻る）

↓

↓

（早聞き）←

再生中に

外出先から用件や伝言を聞く（リモート操作）

■リモート操作表

■トールセーバー機能の使いかた
呼出音が２回鳴ってもつながらない
ときは、新しく録音されていないこ
とがわかります。
３回目の呼出音が聞こえたらすぐに電
話を切ると通話料金がかかりません。

お知らせ�
●暗証番号を知らない人でも、偶然番号が合い盗聴されることがあります。機
密の連絡用としてではなく、便利な伝言板としてお使いになることをおすす
めします。

●リモート操作で転送を設定すると、本体が留守設定されていなくても自動的
に留守モードに設定されます。

●操作は１分以内に行ってください。（１分以上あけると電話が切れます。）

外から電話して、留守録の有無を
確かめることができる機能です。
トールセーバーに設定すると新し
い録音があるときは、呼出音が２
回（新しい録音がないときは５
回）で留守応答します。(留守モー
ド時のコール回数の設定で、トー
ルセーバーを選びます。126～
127ページ)

トールセーバーとは
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６       を押す

暗証番号を登録する
受話器を置いたまま操作します。

３     を押す

５       を押す

４暗証番号を入れる（４ケタ）

１     を押す

２       　 と押す

スタート

停止

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ

イッハ゜ン＝　　　　　（４ケタ）

登録/取消

１：トウロク　２：クリア
カ

ABC

ア

サ

DEF

ワ

記号

外出先からリモート操作するときや、
録音内容を聞くときは、暗証番号（４
ケタ）の登録が必要です。

暗証番号を登録する

■登録した暗証番号を消すときは
①登録ボタンを押す

② サ

DEF

 ワ

記号

 カ

ABC

 カ

ABC

 と押す

③スタートボタンを押す

④停止ボタンを押す

■暗証番号を変えるときは
もう一度暗証番号を登録（上書き）
します。

■番号を押しまちがえたときは
取消ボタンを押すたびに、後ろから
１文字ずつ消えますので、そのあ
と、入れ直します。

■暗証番号を忘れたときは
もう一度暗証番号を登録（上書き）
します。録音内容は消えません。

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。
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留守中に録音が入ったときは、外出先
の電話や、携帯電話機、ＰＨＳ、ポ
ケットベルを呼び出して、着信があっ
たことをお知らせします。このあと、
外出先から録音されたメッセージをリ
モート操作（112～113ページ）で
聞くこともできます。（通話すること
はできません。呼び出し先を登録でき
るのは、1件だけです。）

暗証番号を忘れないように、リモート操
作手順カード（取扱説明書の巻末）を
持ってお出かけください。

留守録が入れば外出先の電話やポケットベルを呼び出す（転送）

■ポケットベルにつながらないときは
３分間隔で３回まで呼び出します。た
だし、回線が込み合っている場合は、
再呼び出ししない場合もあります。

■ポケットベルに転送されたときは
外出先から、録音内容を聞くとき
は、プッシュホンの公衆電話または
トーン信号が発信できる電話機か
ら、リモート操作をします。　　
（112～113ページ）

外出する前に�

１ 暗証番号を登録する（114ページ）�
２ 転送先の電話番号を登録する（117ページ）�
３ 転送を設定する（117ページ）�
４ 外出するときは（下の手順参照）�

１ 暗証番号を登録する（114ページ）�
２ 転送先の電話番号を登録する（117ページ）�
３ ポケットベルに送るデータを登録する（118ページ）�
 （ポケットベルを呼び出すときは必ず登録してください）�
４ 転送を設定する（117ページ）�
５ 外出するときは（下の手順参照）�

外出先の電話へ転送するときの準備�

ポケットベルへ転送するときの準備�

１ を押して点灯させる�

外出するときは�

ディスプレイに�
�
�
　　　　　と表示されます。�

留守�

留守�

留守�

ルステンソウ　　　　　　　　　０�

点 灯�

留守�

お知らせ�
●ポケットベルをお使いになるためには契約が必要です。ポケットベルのサー
ビス会社へお問い合わせください。

●短い留守録音の場合は転送されないことがあります。また、転送発信中に留
守録音が入った場合は、転送されないことがあります。

●この転送機能はかかってきた電話を外出先の電話機などで受けられるように
するものではありません。

●留守中に録音が入って外出先の電話や携帯電話などを呼び出したときは、呼
び出し先までの通話料金がかかります。

●再転送間隔を15分、または30分、再転送回数を5回または10回にするこ
ともできます。（126～127ページ）携帯電話やPHSへ転送するときは
電源を切っていたり、電波の届きにくい場所にいたりする場合があります
ので、このようなときに便利です。
（ただし、転送先の携帯電話やPHSが留守番電話サービスに加入されている
ときで、留守番電話サービスセンターが受けたときは、再転送されません。）

こんなことができます



留
守
録
が
入
れ
ば
外
出
先
の
電
話
や
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
を
呼
び
出
す
（
転
送
）

便
利
な

使
い
か
た

シ
ス
テ
ム

ア
ッ
プ

応
　
　
用
　
　
編

116

便利に�

留守録が入れば外出先の電話やポケットベルを呼び出す（転送）

１留守録音されると、転送
先の電話機を呼び出す�

●話し中のときや呼出音が15回
鳴っても電話に出ないときは、
いったん呼び出しを止めて、３
分間隔で３回まで呼び出します。�

●「録音を転送します。シャープ
を押してください。」と聞こえ
ます。�

●「暗証番号とシャープを押して
ください。」と聞こえます。聞
こえないときは、もう一度　　 
ボタンを押します。�

●「新しい録音は一般録音1件で
す。」と知らせます。（例）�

●詳しくはリモート操作をご覧くだ
さい。（112～113ページ）�

外出先の電話に転送されたときは�

２電話に出る�

５　　　　と押して録音を
再生する�

３トーンに切り替えて�
　　（シャープ）を押す�

４暗証番号に続いて�
　　を押す�

�

１�
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留守録が入れば外出先の電話やポケットベルを呼び出す（転送）

４     を押す

受話器を置いたまま操作します。

転送を設定する

１     を押す

２     と押す

３     を押す

停止

登録/取消

テンソウ　セッテイ

１：ナシ　２：アリ

カ

ABC

サ

DEF

ナ

JKL

ワ

記号

■転送を解除するときは
転送を設定していても、留守設定を
解除すると自動的に転送は解除され
ます。また、留守設定時の転送を解
除するときは、次の操作をします。
①登録ボタンを押す

② サ

DEF

 ワ

記号

 ナ

JKL

 ア  と押す

③停止ボタンを押す

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

■転送先の携帯電話やPHSが留守
番電話サービスに加入されている
ときは
転送時に携帯電話やPHSの電源を
切っていたり、圏外にいたりしたと
きは、留守番電話サービスに、「録
音を転送します。シャープを押して
ください。」という用件が録音され
ます。
こんなときは、電話をかけて録音さ
れている用件を聞いてください。

お知らせ�
●転送先の番号の登録にはポーズやトーン（ ）を入れることもできますが、
構内交換機から０発信する場合や、海外の電話番号を登録する以外でポーズ
を入力すると正しく電話がかからないことがあります。

●転送先の番号を消すとポケットベルに送るメッセージのデータ（118ペー
ジ）も消えます。

●転送設定を「アリ」にしている状態で転送先の番号を消すと転送設定が「ナ
シ」に変わります。転送先の番号を登録し、再度、転送設定を「アリ」にし
てください。

６　   を押す

受話器を置いたまま操作します。

転送先の電話番号を登録する

１ を押す

４転送先の番号を入れる
（最大32ケタ）

２ 　  と押す

３ を押す

５　   を押すスタート

停止

登録/取消

テンソウサキ　ハ゛ンコ゛ウ

ＮＯ：＝０１２３４５６７

サ

DEF

１：トウロク　２：クリア

ア

サ

DEF

ワ

記号

■番号を押しまちがえたときは
取消ボタンを押すたびに、後ろから１文
字ずつ消えますので、そのあと、入れ直
します。

■登録した転送先の番号を消すときは
①登録ボタンを押す

② サ

DEF

 ワ

記号

 サ

DEF

 カ

ABC

 と押す

③スタートボタンを押す
④停止ボタンを押す　

■転送先の番号を変えるときは
一度消してから、あらためて登録し
ます。

■ディスプレイポケットベルへ転送
するときは
ディスプレイポケットベルへ送る
データを入れることができます。
（118ページ）

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。
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６ を押す

受話器を置いたまま操作します。

ポケットベルに送るメッセージ（データ）を登録する

１ を押す

２ 　 と押す

３ を押す

５ を押す

４メッセージ（データ）を
入れる（最大32桁）

●NTT DoCoMoのポケットベル
へ転送するときはメッセージを
入れた後、最後に　　　　　と
押します。データを入れない場
合でも必ず　　　　　を押して
ください。

●ディスプレイのないポケットベ
ルへ転送するときはポーズボタ
ンを押します。
●トーンに切り替える必要はあり
ません。

スタート

停止

登録/取消

テンソウナイヨウ

１：トウロク　２：クリア

ア

サ

DEF

タ

GHI

ワ

記号

ディスプレイ付ポケットベルに転送する
ときには、ディスプレイに表示される
メッセージを登録します。ディスプレイ
のないポケットベルへ転送するときは
ポーズを登録します。転送先の番号を登
録したあと、操作してください。

留守録が入れば外出先の電話やポケットベルを呼び出す（転送）

お知らせ�
●転送先の番号を登録していないと、ポケットベルに送るメッセージは登録で
きません。

●転送先の番号を消すと、既に登録しているポケットベルに送るメッセージも
消えます。

●ディスプレイポケットベルへ転送するときは、ポケットベル会社からのメッ
セージが長いときなど、メッセージが正しく送られないことがあります。こ
んなときは、手順４の操作でメッセージを入れるまえにポーズ（－）を数回
入れてください。

■番号を押しまちがえたときは
取消ボタンを押すたびに、後ろから
１文字ずつ消えますので、そのあ
と、入れ直します。

■表示させるメッセージを消すときは
①登録ボタンを押す

② サ

DEF

 ワ

記号

 タ

GHI

 カ

ABC

 と押す

③スタートボタンを押す
④停止ボタンを押す　

■表示させるメッセージを変えるときは
一度消してから、あらためて登録し
ます。

■ＮＴＴ DoCoMoのポケットベル
へ転送するときは
手順４のメッセージを入れたあと、

  と押す必要があります。

（NTT DoCoMo以外のポケットベ
ルでは、操作が異なることがありま
すので、転送するポケットベルの取
扱説明書をごらんください。）
記号の登録のしかたなどは、ディス
プレイポケットベルの取扱説明書を
ごらんください。

■ポーズについて
１回目にポーズボタンを押すと、約
４秒間の待ち時間ができます。続け
て入力すると、２回目以降からは約
２秒間の待ち時間ができます。

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

登録したあと、ご自分のポケッ
トベルに転送して、呼び出すか
どうかをご確認ください。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。
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初期設定（工場出荷時）一覧表

分類 説明 初期値項目 選択項目

ディスプレイに日時表示、送信時に相手の方
の記録紙に日時印字、留守録に日時スタンプ

設定した時刻になるとアラーム音が鳴る

電話がかかってきたときの呼出音の大きさ

通話中に受話器から聞こえる相手の方の
声の大きさ

スピーカーホンや録音再生時にスピーカ
ーから聞こえる音の大きさ

通話中に相手の方に聞こえる声の音量

着信したときの呼出音の種類

コピーやFAXの送受信後に鳴る終了音の
種類

ボタンを押したときや、シャトルキーを
操作したときに「ピッ」音を鳴らす

在宅モード時に電話に出れなかった場合
にFAX受信に切替わるまでの回数

自動送信でファクスが送られてきたとき
は呼出音を鳴らさずに受信する

相手の方から自動送信でFAX時受話器を
取ると自動的にFAX受信に切替える

留守設定時、応答メッセージに切替わる
までのコール回数。トールセーバー
（113ページ）に設定することもできる

用件メッセージが録音できる時間

留守設定中に応答メッセージと相手の方
の録音中の声がスピーカーから聞こえる

留守設定しなくても電話に出れなかった場
合に相手の方のメッセージが録音できる

ファクスを送った場合に相手の方の記録
紙に印字される

ファクスを送った場合に相手の方の記録
紙に印字される

ファクス送信時に自動的にこの画質が優
先される

日付・時刻の設定

モーニングコール

呼出音量

受話音量

スピーカー音量

送話音量

呼出音種類

通信／コピー終了
音種類

子機キータッチト
ーン

在宅モード時のコ
ール回数

ノンコール着信

おまかせ受信（親
機／子機）

留守モード時のコ
ール回数

用件録音時間

お声拝聴

在宅モード時の留
守録

あなたの名前
（発信元名）

あなたの番号
（発信元番号）

画質優先選択

親機：工場出荷時
に設定

OFF

親機：３
子機：大

親機：１
子機：標準

親機：３
子機：標準

親機：標準
子機：標準

親機：電話ベル音
子機：パターン１

鳥の声

ON

10回

なし

あり

４回

１分

あり

なし

未登録

未登録

普通字

登録操作

ON／OFF

親機：５段階
子機：標準／大

親機：５段階
子機：標準／大

親機：５段階
子機：標準／大

親機：①標準／②大
子機：①標準／②大

親機：７種類
子機：９種類

①鳥の声／②音声／
③アラーム音／④なし

ON／OFF

①回数選択（01～25
回）／②無制限呼出

①あり／②なし

①あり／②なし

①トールセーバー／
②01～25回

①20秒／②１分／③３分

①あり／②なし

①あり／②なし

登録操作

登録操作

①小さな字／②普通字

日
時

音
量
・
音
の
種
類

受
信

留
守
録

送
信

相手先の場所、曜日、時間帯に応じて日本
テレコムやNTTなどの中から自動的にお得
な電話会社に接続する

かかってきた相手の方の番号を表示させ
る（ナンバーディスプレイ契約時に設定）

ナンバーディスプレイ利用時、キャッチホ
ン割り込み者の番号を表示させる（キャッ
チホンディスプレイ契約時に設定）

１つの電話回線でファクス番号と電話番
号の２つを設定することができる

スーパーACR

ナンバー・ディス
プレイ

キャッチホン・デ
ィスプレイ

モデムダイヤルイン

サービス利用設定
①する／②しない

サービス利用設定
①する／②しない

キャッチホン・ディス
プレイ利用設定
①する／②しない

サービス利用設定
①する／②しない

参照ページ

参照ページ

33

95

28～29

28～29

28～29

120～121

30～31

120～121

124～125

120～121

108～109
120～121

122～123

126～127

126～127

126～127

126～127

32

32

120～121

134

145

161

164

Ａ
Ｃ
Ｒ

ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
モ
デ
ム

ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン

別途付加サービス契約が必要な機能

しない

しない

しない

しない

お買いあげ時の初期設定
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登録の操作手順

在宅モード時のコール回数

在宅モード／ノンコールモード時の音声応答メッセージ

画質優先選択

ファクス受信に切り替わるまでの呼出音
（コール回数）の回数を設定します。

電話に出なかったときに、固定応答メッセー
ジを流してファクス受信に切り替えます。

送信時に画質ボタンを押さなくても自動
的にこの画質が選ばれます。

設定項目

ノンコール着信
呼出音を鳴らさずにファクスを受けます。
※108～109ページをよく読んでからお使いください。

回数
(初期

ノンコールモード時のコール回数
ノンコール着信を設定したときの電話の
呼出回数（コール回数）を設定します。

リモート受信番号
増設電話機の操作でファクスを受けると
きの番号を設定します。

通信／コピー終了音選択

親機の呼出音切替

終了音の種類を選びます。

音声ガイダンス
ファクスの送受信の操作を音声でお知ら
せします。

受信
(初期

子機受話音量切替
子機の受話音量を全体的に大きめにする
ことができます。（シャトルキーで選ん
だ受話音量が全体的に大きくなります。）

親機送話音量切替
親機で通話中に、相手の方に聞こえる声
の音量を大きめにします。

子機送話音量切替
子機で通話中に、相手の方に聞こえる声
の音量を大きめにします。

30ページを参照してください。

オリジナル（自作）メロディー 96ページを参照してください。

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

サ゛イタクシ゛　コールスウ　

オウトウメッセーシ゛　

カ゛シツ　ユウセン　　　　

ノンコール　チャクシン　　

ノンコールシ゛　コールスウ

シュウリョウオン

オンセイ　カ゛イタ゛ンス　

リモート　ハ゛ンコ゛ウ

コキ　シ゛ュワ　オンリョウ　　　

オヤキ　ソウワ　オンリョウ

コキ　ソウワ　オンリョウ

アタ

GHI

ワ

記号

タ

GHI

ワ

記号

カ

ABC

タ

GHI

ワ

記号

サ

DEF

タ

GHI

ワ

記号

タ

GHI

タ

GHI

ワ

記号

ナ

JKL

タ

GHI

ワ

記号

ハ

MNO

タ

GHI

ワ

記号

マ

PQRS

タ

GHI

ワ

記号

ヤ

TUV

タ

GHI

ワ

記号

ラ

WXYZ

タ

GHI

ア カ

ABC

タ

GHI

ア サ

DEF

ア

ア

ア

ア

ア

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

タ

GHI

ア

カ

ABC

より便利に使うために、親機や子機で、いろいろな登録や設定ができます。

親機で設定します

より便利に使うために（ユーザーセレクト）

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

この取扱説明書では、 タ

GHI

ワ

記号

ア  などのように、番号を入力して登録や
設定する項目を選んでいますが、ジョグダイヤルで項目を選んでスタート
ボタンで決定することもできます。
ジョグダイヤルで選ぶ→スタートボタンを押すをくり返します。この操作
で登録や設定する項目を選ぶときは、ディスプレイ表示にしたがってくだ
さい。

こんなことができます
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便利に�

はたらき
回数選択　：呼出音が鳴る回数（01～25）を設定し
　　　　　　ます。
　　　　　　設定回数の呼出音が鳴り終わったあと、
　　　　　　本機がメッセージを流します。
無制限呼出：相手の方が電話を切るまで呼出音が鳴り

続けます。

１：回数選択
　（初期設定10回）

２：無制限呼出

１：あり

２：なし

あり：留守設定をしていなくても、呼出音が終わったあとに
　　　応答メッセージを流します。（82ページ）
なし：呼出音が鳴り終わると、ファクス受信に切り替わります。　　　
　　　（在宅モード時の留守録（126～127ページ）が「なし」のとき）

小さな字：画質ボタンを押さなくても、「小さな字」
　　　　　を自動的に選びます。
普通字　：「普通字」を自動的に選びます。

あり：自動送信でファクスが送られてきたときは呼出
　　　音を鳴らさずに受信します。
なし：ノンコール着信は働きません。

１：鳥の声

２：音声

３：アラーム音

４：なし

鳥の声：コピーやファクスの送信・受信後に鳴る終了
　　　　音を「鳥の声」でお知らせします。
音声：「音声」でお知らせします。（ただし、コピー
　　　時の終了音は鳥の声になります。）
アラーム音：「ピー音」でお知らせします。
なし：終了音を鳴らしません。

ノンコール着信のときは
終了音を鳴らしません。
また、通信エラーがあっ
たときは、「鳥の声」や
「アラーム音」に設定し
ていても音声でお知らせ
します。

回数を入れる（2ケタで入力）（04～25回）
(初期設定７回）

ノンコール着信にしたとき、相手の方が電話のときは、
設定した回数の呼出音が鳴ります。（109ページ）
※コール回数を多くすると応答メッセージが流れるま
　での呼出回数が多くなります。

増設電話機で、ファクスを受信するときの番号（0～
2、4～8）を選びます。（3、9は除く）

あり：ファクスの送受信などの操作等を音声でお知ら
せします。

なし：操作等の音声を流しません。

１：あり

２：なし

１：あり

２：なし

１：小さな字

２：普通字

回数を入れる（２ケタで入力）
（01～25回）

受信番号を入れる（0～2）（4～8）
(初期設定5）

～

標準：標準的な子機の受話音量になります。
大　：子機の受話音量が大きくなります。１：標準

２：大

１：標準

２：大

１：標準

２：大

標準：標準的な親機の送話音量になります。
大　：親機の送話音量が大きめになります。

標準：標準的な子機の送話音量になります。
大　：子機の送話音量が大きめになります。

～

（1ケタで入力）
（例）

スタート

スタート

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

ア

ワ

記号

ア カ

ABC

ナ

JKL

ア

ア

ア

ア

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ワ

記号

カ

ABC

ナ

JKL

タ

GHI

ナ

JKL

ア

カ

ABC

サ

DEF

タ

GHI

ア

カ

ABC

より便利に使うために（ユーザーセレクト）

■ファクス専用にするときは
次の４つの設定でファクス専用でお使いになれます。
①ノンコール着信を「なし」にします。
②在宅モード時のコール回数を０１回にします。
③在宅モード時の音声応答メッセージを「なし」にし
ます。

④在宅モード時の留守録を「なし」にします。（126
～127ページ）

この設定をすると、電話がかかってきたとき、すぐに
ファクス受信になりますので、相手の方とお話しでき
なくなります。

工場出荷時は　　　　　に設定されています。
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便利に�

Fネット信号検出（1300Hz信号検出）
Fネットからの信号を検出してファクス
に切り替えます。（180ページ）

いったんメモリーで受信してからプリント
します。記録紙やインクリボンがなくなっ
たときは、受信した内容はメモリーに記録
しています。

メモリー受信

受信縮小率
ファクスを受信したときに、縦方向に縮小
してプリントします。

メモリー受信条件

受信プリント

分割コピー

ハンドコピー詰め込みプリント

電話帳以外クリア
親機の電話帳に登録した内容以外を一度に
全て消します。また、ユーザーセレクトや、
留守録モードの設定を工場出荷時の状態に
します。

設定した以上のメモリーがないとメモ
リー受信しません。

A4よりも長い原稿をコピーしても、A4サ
イズ以上の部分はプリントしません。
（ハンドコピーのプリントも含みます。）

A4よりも短い原稿をコピーすると２枚目
以後の原稿を詰め込んでプリントします。
（ハンドコピーのみです。）

記録紙やインクリボンをセットしていると
きはメモリー受信した内容を、自動的にプ
リントすることができます。

ＴＥＬ再ダイヤル
受話器を置いたまま再ダイヤルボタン→ス
タートボタンを押したときに、相手の方が
話し中のときは、自動的に再ダイヤルします。

おまかせ受信（親機／子機）
相手の方から自動送信でファクスが送られ
てきたとき、受話器（子機）を取ると自動
的にファクス受信に切り替えます。
（増設電話機ではこの機能は働きません。）

ディスプレイ操作表示切替時間
操作しているときにディスプレイ表示
が切り替わる時間を設定します。

スタンプ設定 105～106ページを参照してください。

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録の操作手順設定項目

Ｆネット　ケンシュツ

メモリーシ゛ュシン

シ゛ュシンシュクショウリツ

シ゛ュシン　シ゛ョウケン

フ゛ンカツコヒ゜ー

テ゛ンワチョウイカ゛イクリア

ツメコミ　フ゜リント

シ゛ュシン　フ゜リント

ＴＥＬ　サイタ゛イヤル

オマカセ　シ゛ュシン

ヒョウシ゛　キリカエ　

タ

GHI

ア タ

GHI

タ

GHI

ア ナ

JKL

タ

GHI

ア ハ

MNO

タ

GHI

ア ヤ

TUV

タ

GHI

ア ラ

WXYZ

タ

GHI

ワ

記号

タ

GHI

カ

ABC

ア

タ

GHI

カ

ABC

カ

ABC

タ

GHI

カ

ABC

サ

DEF

タ

GHI

カ

ABC

タ

GHI

タ

GHI

カ

ABC

ナ

JKL

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

カ

ABC

ア

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

カ

ABC

より便利に使うために（ユーザーセレクト）

お知らせ�
●スーパーACRを使用している場合、電話帳以外クリアを「する」に設定す
ると、スーパーACRの設定が変更されて、ACRの表示ランプが緑色から赤
色に変わります。（ACRのデータは消えません）スーパーACRを使用する
ためにACRモードのACR機能を「スル」に設定しなおしてください。
（134ページ）

親機で設定します

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■１つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。
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はたらき

あり：Fネットから、送信があると信号を検出してファクスに切り
　　　替わります。
なし：Fネットから、送信があってもファクスに切り替わりません。  

縮小：ファクスを受信すると、自動的に縦方向に約93
％縮小してプリントします。

等倍：ファクスを受信しても縮小しません。
（相手側の発信元、記録などを印字するため、２枚に
分かれてプリントされることがあります。）

自動：記録紙とインクリボンがセットされているとメモリ
　　　ー受信した内容を自動的にプリントします。
手動：メモリー受信した内容をプリントするときは記録紙

やインクリボンをセットしたあと、必ずスタートボ
タンを押します。

  4％：  4%以上メモリーが残っているとメモリー受信します。
10％：10%以上メモリーが残っているとメモリー受信します。
30％：30%以上メモリーが残っているとメモリー受信します。
50％：50%以上メモリーが残っているとメモリー受信します。

する　：いったんメモリーで受信してからプリントします。
また、記録紙やインクリボンがなくなったときは、
メモリーに記録しています。

しない：記録紙やインクリボンがなくなったときはファクス受
信できません。

自動　：メモリー受信中にメモリーがいっぱいになって受信エラ
ーになったときは、次に受信するときに、メモリー受信
しない方法でファクスを受信します。正常にファクスを
受信したあとはメモリー受信する方法に戻ります。

しない：設定したままにします。
する　：ユーザーセレクト、留守録モードを工場出荷時に戻しま

す。メモリー受信データや留守録内容も消去されます。
（電話帳に登録した内容や日付・時刻・スーパーACRのデ
ータは消えません。インターネットのダウンロードデータ
も消えません。）

する　：A4サイズよりも長い原稿をコピーしたときは
複数枚に分けてプリントします。

しない：A4サイズを超える部分はプリントしません。

する　：A4サイズより短い原稿をコピーすると、２枚
目以後の原稿を詰め込んでプリントします。

しない：A4サイズより短い原稿でも、記録紙１枚にプ
リントします。

１：  4％

２：10％

３：30％

４：50％

１：あり

２：なし

１：する

２：しない

３：自動

１：自動

２：手動

１：縮小

２：等倍

１：する

２：しない

１：する

２：しない

１：しない

２：する

１：あり

２：なし

あり：相手の方が話し中のとき、約１分おきに、最大
10回まで自動的に再ダイヤルします。

なし：自動で再ダイヤルしません。　

１：あり

２：なし

あり：親機や子機で電話に出たとき、「ポー・ポー・ポ
　　　ー…」音（ファクスの自動送信音）が、聞こえ
　　　ると自動的にファクス受信します。
なし：「ポー・ポー・ポー…」音が聞こえても自動的
　　　にファクス受信に切り替わりません。

２秒：操作している時など、表示が２秒間隔で切り替わります。
３秒：表示が３秒間隔で切り替わります。
５秒：表示が５秒間隔で切り替わります。

１：２秒

２：３秒

３：５秒

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

カ

ABC

ア

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

タ

GHI

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

より便利に使うために（ユーザーセレクト）
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便利に�

登録の操作手順�設定項目�

クイックツウワ�

�

を選ぶ�

を選ぶ�

を選ぶ�

クイック通話（着信のときのみ）　�
子機を充電器から取り上げるだけで通
話ボタンを押さなくても電話を受ける
ことができます。�

マチウケシ゛カン�

�
�
通話ボタンを消灯
した状態で�

�

で�

で�

キータッチトーン�
ボタンを押したときや、シャトルキー
を操作したときに、「ピッ」音を鳴ら
します。�

�
�
通話ボタンを消灯
した状態で� キータッチトーン�

�

待受時間�
充電完了後に、子機を充電器に置いて
いない状態で、待ち受けられる時間を
長くすることができます。�

�
�
通話ボタンを消灯
した状態で�

�

で�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

より便利に使うために（ユーザーセレクト）

■途中でやめるときは

 ボタンを押します。

子機で設定します

キータッチトーンとは
子機のボタンを押したときに鳴る「ピッ」音（確認
音）です。
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便利に�

はたらき�
ＯＮ　：着信時に子機を充電器から取り上げるだけ

で、すぐに通話できます。�
ＯＦＦ：子機を充電器から取り上げたあと、通話ボタ

ンを押してから通話します。�

ＯＮ　：ボタンを押したときやシャトルキーを操作し
たときに「ピッ」音が鳴ります。�

ＯＦＦ：「ピッ」音は鳴りません。�

ＯＮ　（設定）�
ＯＦＦ（解除）�

標準　：待受時間は約200時間になります。�
長時間：待受時間は約300時間になります。�

（「長時間」にすると「標準」のときよりも子
機の呼出音が遅れて鳴ることがあります。）�

待受時間とは充電完了後に子機を充電器に置かずに一度
も通話しない状態で待ち受けられる時間です。通話した
り呼出音が鳴ったりすると待受時間は短くなります。�

標準　�
長時間�

ＯＮ　（設定）�
ＯＦＦ（解除）�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

機能/ファクス�

より便利に使うために（ユーザーセレクト）
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便利に�

登録の操作手順

転送設定

転送内容（ポケットベルに送るメッセージ）

転送先番号

暗証番号 114ページを参照してください。

117ページを参照してください。

118ページを参照してください。

117ページを参照してください。

用件録音時間
用件メッセージが録音できる時間
を設定します。

再転送条件
転送（着信お知らせ）を設定した
ときに、転送で呼び出しがあって
も、電話に出なかったときに再
度、呼び出します。

在宅モード時の留守録
留守に設定しなくても、設定した
回数の呼出音が鳴ったあとメッセ
ージを録音できます。

留守モード時のコール回数
用件メッセージ録音を開始するま
での、呼出音の回数を設定します。
また、トールセーバー（113ペー
ジ）に設定することもできます。

応答メッセージ／発信音待ち時間
応答メッセージが流れ終わってから、録音開始音
「ピ－ッ」音が流れるまでの時間を設定します。

無音検出時間
録音中に相手の方が話さなかった
とき（無音が続いたとき）にファ
クス受信に切り替わります。

お声拝聴
留守録設定中に応答メッセージと相手の方
の録音中の声がスピーカーから聞こえます。

設定項目
ア

カ

ABC

サ

DEF

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

ヨウケンロクオン　シ゛カン

サイテンソウ

ハッシンオン　マチシ゛カン

ムオンケンシュツ　シ゛カン

オコエ　ハイチョウ

サ゛イタクシ゛ノ　ルスロク

ルスモート゛コールカイスウ

アワ

記号

サ

DEF

ワ

記号

サ

DEF

ハ

MNO

ワ

記号

サ

DEF

マ

PQRS

ワ

記号

サ

DEF

ヤ

TUV

ワ

記号

サ

DEF

ラ

WXYZ

サ

DEF

ワ

記号

ア

サ

DEF

ア ア

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

サ

DEF

ア

カ

ABC

サ

DEF

タ

GHI

ア

カ

ABC

留守モードでの用件録音時間や呼出回数などを選ぶことができます。暗証番号、転送先番号、転送内容、転送設定の
項目は各ページをご覧ください。

親機で設定します

留守録の使い方を選ぶ（留守録モード）

■途中でやめるときは
停止ボタンを押します。

■ 1つ前に戻るときは
取消ボタンを押します。

この取扱説明書では、 サ

DEF

アワ

記号

 などのように、番号を入力して登録や
設定する項目を選んでいますが、ジョグダイヤルで項目を選んでスタート
ボタンで決定することもできます。
ジョグダイヤルで選ぶ→スタートボタンを押すをくり返します。この操作で登
録や設定する項目を選ぶときは、ディスプレイ表示にしたがってください。

こんなことができます
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便利に�

はたらき
１：20秒

２：１分

３：３分

あり：留守録設定中に応答メッセージと相手の方の録
音中の声がスピーカーから聞こえます。

なし：留守録設定中でも応答メッセージと相手の方の
録音中の声は聞こえません。

3秒　：用件録音中、3秒以上無音が続いたら、ファ
クス受信になります。 

6秒　：6秒で切り替わります。
10秒 ：10秒で切り替わります。
検出なし：無音が続いても切り替わりません。

トールセーバー：留守設定時、用件が録音されると、
　　　　　　　　呼出音が２回鳴ります。用件録音が
　　　　　　　　ない場合は、５回鳴ります。
回数選択：呼出音の回数（01～25）を設定します。
　　　　　設定回数の呼出音が鳴ったあと、本機がメ
　　　　　ッセージを流します。

あり：呼出音が鳴り終わったら、録音とファクス受信
ができます。

なし：呼出音が鳴り終わったら、ファクス受信に切り
　　　替わります。メッセージは録音しません。

20秒：最大20秒録音できます。
1分  ：最大1分録音できます。
3分  ：最大3分録音できます。

時間間隔　   3分：3分おきに再転送します。
　　　　　　15分：15分おきに再転送します。
　　　　　　30分：30分おきに再転送します。

再転送回数　  3回：最大3回まで再転送します。
　　　　　　  5回：最大5回まで再転送します。
　　　　　　10回：最大10回まで再転送します。
ＰＨＳや携帯電話に転送するときは間隔と回数を長く
すると便利です。

1秒：1秒後に、録音開始音「ピーッ」が流れます。
2秒：2秒後に、録音開始音「ピーッ」が流れます。
4秒：4秒後に、録音開始音「ピーッ」が流れます。

１：時間間隔

２：再転送回数

１：１秒

２：２秒

３：４秒

１：３秒

２：６秒

３：10秒

４：検出なし

ア

カ

ABC

サ

DEF

１：トールセーバー

２：回数選択（４回）

回数を入れる
（２ケタで入力）
（01～25回）

１：３分

２：15分

３：30分

１：３回

２：５回

３：10回

１：あり

２：なし

１：あり

２：なし

～
スタート

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

ア

ア

カ

ABC

サ

DEF

ア

カ

ABC

サ

DEF

カ

ABC

ア

カ

ABC

ア

カ

ABC

ワ

記号

ア カ

ABC

ナ

JKL

ア

カ

ABC

サ

DEF

ア

カ

ABC

サ

DEF

タ

GHI

ア

カ

ABC

留守録の使い方を選ぶ（留守録モード）

工場出荷時は　　　　に設定されています。
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便利に�

登録内容をプリントして、確認できます。また、メモリーやインクリボンの使用量をディスプレイで確認できます。
　

手順 プリント（確認）できる内容設定項目

電話帳の登録内容をプリントし
ます。

登録設定リスト

電話番号リスト

録音リスト

登録メニュー

録音を開始した時刻や録音時間
などをプリントします。

登録、設定できる内容をプリン
トします。

プリントが始まります。

（例）メモリー
使用量表示

メモリーの使用量を約３秒間表示
します。

インクリボン
使用量表示

インクリボンを使用した長さ（め
やす）を約３秒間表示します。

インクリボン
使用量クリア

インクリボンの使用量をクリア
（０m）にします。新しいイン
クリボンをセットしたときはこ
の操作をします。

発信元名・発信元番号・発信元
記録・ユーザーセレクト・留守
録モード・ダイヤルイン番号等
の登録内容をプリントします。

特定番号リスト 特定番号の登録内容をプリント
します。

停止

停止

停止

コピー

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

登録/取消

メモリーシヨウリョウ　　１０％　

（例）

インクシヨウリョウ　　　５ｍ　

クリア　シマシタ

プリントが始まります。

プリントが始まります。

プリントが始まります。

プリントが始まります。

ナ

JKL

ア

ナ

JKL

カ

ABC

ナ

JKL

サ

DEF

ナ

JKL

タ

GHI

ナ

JKL

ナ

JKL

ナ

JKL

ハ

MNO

ア

カ

ABC

ナ

JKL

ハ

MNO

登録内容やメモリー、インクリボンの使用量を確認する（設定確認モード）

内蔵のリチウム電池について

●電話帳・発信元名・電話番号・日付／時刻などの登録や設定した内容は、本体に内蔵のリチウム電池で保持されてい
ます。

●このリチウム電池は、本体の電源コードが差し込まれていないときに消耗します。（何も登録していなくても消耗し
ます。また、電源コードが差し込まれているときはほとんど消耗しません。）　電池が消耗すると、登録・設定した
内容が消えてしまいますので、必ず内容の控えを保管しておくようにお願いします。

●リチウム電池の寿命は、連続的に電源コードを抜いた状態で、約５年間です。

●リチウム電池の交換は、お買いあげの販売店や修理ご相談窓口へご依頼ください。（有料）

お知らせ�
●子機で登録した内容をプリントすることはできません。
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お手持ちの電話機を増設電話機として
接続することができます。
また、停電したときでも、増設電話機
を接続すると電話をかけたり、受けた
りすることができます。

お知らせ�
●ファクシミリ本体と増設電話機との間で、内線通話はできません。
●増設端子には、電話機を１台しか接続できません。（コードレス電話機は接
続できません。）

●電話機の種類（留守番電話やホームテレホンなど）によっては、接続できな
いものや一部機能が使えなくなることがあります。

●増設電話端子に、ＡＣＲ機能付電話機を接続するときは、電話機側でＡＣＲ
機能が働かないように設定してください。それぞれの電話機でＡＣＲデータ
の受信ができなくなり、ＡＣＲ機能が正しく働かなくなります。

●ナンバー・ディスプレイ対応の電話機を接続するときは、電話機側のナン
バー・ディスプレイ機能を働かないように設定してください。誤動作の原因
になります。

●ファクシミリ本体でノンコール着信を設定しているときは、増設電話機の呼
出音は鳴りません。
（通話もできません。）

●増設電話機では、ＡＣＲ機能はご利用できません。スーパーＡＣＲをご利用
の方は、ファクシミリの親機または子機をお使いください。

増設電話機を使う

１増設電話端子に接続する�

●保護シートをはがし、電話機の接
続コードを、本体の増設電話端子
（左側の端子部）に「カチッ」と
音がするまで差し込みます。�

増設電話を接続する�

増設電話端子�

保護シート�

増設電話�

１受話器を取る�

●通話が終わったら受話器を戻し
ます。�

増設電話機で電話をかける�

２「ツー」という音が聞こえたら�

ダイヤルする�

１呼出音が鳴ったら�
受話器を取って通話する�

●通話が終わったら受話器を戻し
ます。�

増設電話機で電話を受ける�
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増設電話機でファクスを受ける�

３　　　  と押す�

１呼出音が鳴ったら�

　受話器を取る�

２ファクスに切り替えることを相手

の方に伝えて�

　トーン信号に切り替える�

４受話器を戻す�

増設電話機でファクスを受けることができるのは、かかってきた場合のみ�
です。�

増設電話機で受けて親機へ転送する（ひとり転送）�
増設電話機�

２増設電話機で通話中に�

　　と押す�

４呼出音が鳴ったら�

  受話器を取る�
  親機で通話できます。�

３受話器を戻す�

親機�

●親機の呼出音が鳴ります。�

●トーン信号の切り替え方法は増
設電話機の取扱説明書をご覧く
ださい。�

●プッシュ回線の場合トーン信号
に切り替える必要はありません。�

●トーン信号の切り替え方法は、
増設電話機の取扱説明書をご覧
ください。�

●プッシュ回線の場合トーン信号
に切り替える必要はありません。�

●５以外の番号にすることもでき
ます。（120～121ページ）�

１通話中に�

　トーン信号に切り替える�

5

3

増設電話機を使う

■受話器を上げたとき「ポー・
ポー・ポー…」音が聞こえたら
相手の方がファクスを送っていま
す。手順２～４の操作をおこなって
ください。

■ 3   と押すと
相手の方には保留メロディーが流れ
ます。受話器を戻しても、電話は切
れません。

お知らせ�
●電話回線がダイヤル回線の場合、トーン信号の発信機能がないと、ファクス
の受信はできません。

●回線の状態によって、受信できないことがあります。
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子機を増設すると子機を呼び出すときの子機番号は次のようになります

● 子機は、付属の子機以外に３台まで、増設することができます。

● 子機間での通話はできません。

● 増設できる子機はUX-KF2MRです。他の子機は増設できませんのでご注意ください。

子機番号

付属の子機 増設した子機

子機番号

着信 着信 着信着信

① ② ③ ④

子機を増設して使う（増設子機）

付属の子機の操作と同じです。（58～59ページ）

付属の子機の操作と同じです。（57ページ）

かかってきた電話を転送する（とりつぎ転送）�

かかってきた電話を自分で転送する（ひとり転送）�

付属の子機の操作と同じです。ただし、子機番号を押すときに、増設子機の
番号を押します。（54ページ）

親機から増設子機を呼び出して話す（内線電話）�


